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2022年３月17日（木曜） 

 

《合意速報No.４》 

 

近畿労組が金庫との団体交渉で、「基本合意」を表明しました！ 

 

近畿労組は、３月17日10時から、金庫と「団体交渉」を開催し、基本合意を表明し

ました。要求と回答は以下の通りです。 

 
 
 

《金庫の発言概要》 

○ 今春闘は、新型コロナウイルス感染症が社会や金庫内でも急増する異例な環境

の中、会員と勤労者のために、しっかりと役割発揮している組合員に応えるとと

もに、今後の期待も込めて、「すべての要求に対して満額回答する」こととし

た。ぜひ、そういった金庫の思いを受け止めてもらいたい。 

○ 2021年度の当期純利益は、組合員の頑張りもあり、計画に対して超過達成する

見込みであるが、個人融資は無担保ローンが苦戦しており、計画に対する乖離幅

が大きく厳しい状況となっている。その結果、貸出金利息も計画に対して大きく

下回る状況となっており、次年度以降も厳しい状況が続くものと見込んでいる。 

○ そのような中、「金庫はまだまだ成長できる組織であり、頑張れば報われると

いうメッセージを届けたい」「新型コロナウイルス感染症が社会に蔓延し不安を

抱えながらも、懸命に役割発揮に努めている組合員に応えたい」「次年度の無担
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保ローン伸張への期待」も込め、すべての要求に対し満額回答することとした。 

○ 2022年度は第８次中計の２年度目となる。３ヵ年のテーマである「生活応援の

深化」と「金融機能の進化」を通じて、「生活応援運動の展開」「商品・サービ

スの改革」「内部体制のスリム・スマート化」に着実に取り組んでいきたい。あ

わせて、新商品「ライフエール」を基軸に据え、生活応援運動を展開し、貸出金

利息の減少に歯止めを掛けて、基礎的収支を大幅に改善する年度にしたい。 

○ 労使が良い緊張感を持って、お互いに高め合い、認識を共有し取り組みを進め

ることが重要であり、今後も金庫の取り組みに対する労組の協力をお願いする。 
 

 
 

《宮西闘争委員長の発言概要》 

○ 金庫より、すべての要求に対して満額回答が示されたことは、社会に必要不可

欠なエッセンシャルワーカーとして、組合員一人ひとりが苦労や工夫を重ね、試

行錯誤しながら奮闘してきた日々が認められ、次の１年間も頑張ろうと奮起でき

るものであり、最大限の前向きな力強いメッセージとして受け止めている。 

○ 交渉を通じて、金庫の当面の収益見通しが厳しく、収益の要となる無担保ロー

ンを拡大し、基礎的収支を改善しなければならない状況であることの理解を深め

ることができた。一方、カードローン残高が期首から増加しており、住宅ローン

の大幅な伸張や預かり資産残高の増加が確実に収益に繋がっていることを認識で

きた。 

○ このことは、職場・職員の努力が着実に成果として表れていることを証明して

いる。2022年度も、協同組織の福祉金融機関として「生活応援運動」を展開し、

コロナ禍で窮地に陥っている勤労者に寄り添い、生活支援に向けて全力で取り組

むことが、共生社会の実現と近畿ろうきんの未来に繋がるものと確信している。 

○ 今後も厳しい環境下での事業運営となるが、この難局を乗り越えるためにも、

チーム力を発揮して立ち向かう必要がある。「助け合い・支え合い」の精神を大

切にしながら、ろうきんの理念と未来に自信と誇りを持ち、事業・運動の更なる

拡大にチャレンジする組織風土づくりと、職員間のコミュニケーション向上を図

り、誰もが働きやすく、安心して働き続けられる職場づくりに全力で取り組んで

いきたい。 
 

 

単組は、①すべての要求に満額回答であること、②組合員の努力・奮闘への最大限の

評価が示されたこと、等から基本合意を表明しました。 

 

＊合意単組（４単組／３月17日16時40分現在） 

沖縄・北海道・長野・近畿(金庫) 

 

以 上 


